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本日の卓話（3月 4日） 次回の卓話（3月 11 日）

＜新会員紹介＞

石下 貴大　会員（昭和 53 年 10 月 15 日）

（右側 2番目）

（左側 2番目）

職業分類：行政書士

事業所：行政書士法人 GOAL

役　職：代表社員

所在地：東京都中央区新富1-14-10-6F

推薦者：星野大記会員・三浦謙吾会員

清水 孝男　会員（昭和 43 年 8 月 26 日）

職業分類：土地家屋調査士

事業所：㈱測量舎　代表取締役

役　職：代表取締役

所在地：東京都墨田区横川3-7-2

推薦者：杉山和也会員・飯塚貞子会員

卓 話

・「イニシエーション・スピーチ」
曽我 キャロル 会員

・オープン・ビュッフェ例会

卓話をする曽我キャロル会員

2 月 18 日　第 1564 回例会報告

紹介者　山路 敏之 会員
紹介者　上田  晋 会員

「政府備蓄米の無償交付について」
「野球のチカラでアフリカと

日本の未来を創る」
農林水産省 関東農政局 生産部 生産振興課 一般財団法人アフリカ野球・ソフト振興機構

備蓄米等振興係長 藤本 幸治 様
課長補佐（流通） 蓑谷 良雄 様 代表理事 友成 晋也 様



社会奉仕委員会・献血活動報告書

令和 8年 2月 17 日

委 員 長　三浦謙吾

副委員長　澤部利蔵

委　　員　岩白啓佑、小林正明

頼光 貴恵

１ 実施概要

令和 8 年 2 月 16 日（月）の 9 時から 13 時 30 分

の時間帯で、東京本郷ロータリークラブ、東京本

郷ローターアクトクラブ及びホテルメトロポリタ

ンエドモントの三者共催により、ホテルメトロポ

リタンエドモントにおいて献血活動を実施いたし

ました。

２ 協力体制

⑴　ホテルメトロポリタンエドモントによるご支援

ホテルメトロポリタンエドモント様には、以

下のご協力をいただきました。

・宴会場であるクリスタルホールを無償提供

・従業員の皆様のご協力による、フィナンシェ

とコーヒーの提供

・ホテル周辺に所在する企業への広報活動

ニコニコＢＯＸ

＊岩白啓佑会員

キャロルさん、イニシエーションスピーチ、よろ

しくお願いします。

＊相本秀次郎会員

誕生日祝い、ありがとうございます。おかげ様で

米寿（88 歳）を迎えました。これからも元気で頑

張ります。

＊星野大記会員

結婚記念日 2/29 で 22 年になります。妻と家族に

感謝です！石下さん、清水さん、ご入会おめでと

うございます！ 2/27 金曜日にピアニストの石崎

さんのコンサートがあります。

＊塙　弘道会員

特別記念日のお祝い、ありがとうございます。

＊星　真人会員

特別記念日のお祝い、ありがとうございます。

ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY

「小林 (正 )会員、曽我会員、石下会員、清水会員　歓迎会」
2026 年 2 月 18 日　18:00 ～　ベルテンポ

ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY

ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY ROTARY

ニコニコＢＯＸ	 35,000 円

累　　計	 686,245 円

幹事報告

1．曽我キャロル会員の会員名簿シールが出来上が

りました。メールボックスヘ配布しましたので、

ご確認下さい。

2．4 月 22 日開催「創立 35 周年記念講演会」のチラ

シが出来上がり、クラブ HP からダウンロードで

きます。各方面への PR にご使用下さい。

3．来週 25 日は休会です。次回例会は 3 月 4 日とな

ります。

出　　席

会員数：37名　出席数28名　欠席数：8名

出席免除者数：1名　　出席率：77.78％

ヴィジター：1名

クラブゲスト：滝川　学様（飯塚会員ゲスト）

会長報告

1．本日ゲストとして滝川　学様が来会されています。

2．既にご紹介をいたましたが、2024-25 年度ポリ

オプラスへ 1,500 ドル以上を寄付した クラブに

送られる感謝状を受賞しました。

表彰状をご覧ください。

3．来週 26 日に地区大会が開催されます。

メークアップにもなりますので、ご参加をお願

いいたします。

持ち回り理事会報告

クラブ奉仕活動を幅広い年代への発信を目的とし

たクラブ Instagram 開設が承認された。尚、開設に

あたり、クラブ HP、Facebook との連携、運営主体、

作業や会員増強方策他、説明不足が指摘され、細か

な協議は継続する。

＊飯塚貞子会員

石下さん、清水孝男さん、ご入会おめでとうござ

います。滝川さん、ようこそ！東京本郷ロータリー

クラブへ。

＊市河久和会員

清水さん、石下さん、ご入会おめでとうございま

す。ロータリーライフを一緒に楽しみましょう。

＊澤部利藏会員

石下さん、清水さん、ようこそ ‼ キャロルさん卓

話よろしくお願いします。

＊服部浩美会員

石下さん、清水さん、ご入会おめでとうございま

す。



⑵　東京本郷ローターアクトクラブの活動

東京本郷ローターアクトクラブのメンバーに

は、献血へのご協力に加え、以下の活動を担当

していただきました。

・献血活動の事前周知及び広報活動

・献血会場における受付及び案内業務

３ 献血活動の目標及び結果

献血活動の目標、結果は以下の通りでした。実

働時間は 4時間 30 分でした。

・献血志願者数の目標：60 人

・当日の献血志願者数：68 人（このうち事前予

約の献血志願者数：54 人）

・受付登録者数：61 人

・採血者数：50 人

・目標達成率：113.3％

　　

４ 運営方式の特徴 (澤部方式 )

東京本郷ロータリークラブにおいては、社会奉

仕委員会副委員長の澤部利藏会員が考案した「澤

部方式」を採用しており、数年にわたり改善を重

ねてまいりました。

通常であれば 17 時ころが最終受付となるところ、

諸事情により、今回の献血活動の最終受付は 13 時

30 分となり、短時間での実施となりました。しかし、

澤部方式の採用により、4 時間半という限られた時

間の中においても、献血車の空きが出る時間帯を

減らすことが可能となり、効率的に献血活動の運

営をすることができました。

⑴　澤部方式の概要

日本赤十字社と連携し、献血活動の時間帯を

15 分ごとに区分した上で、献血実施日以前に予

約者を確定させる方式です。

⑵　予約確保の方法

予約者の確保は、以下の 3 つのルートにより

実施いたしました。

①献血 Web 会員サービス「ラブラッド」アプリ

のダウンロードを促し、Web による事前予約

を案内

②日本赤十字社の献血活動専用電話番号をご案

内し、電話による事前予約を促進

③東京本郷ロータリークラブの献血活動担当者

を通じた直接予約

予約状況については、澤部会員が考案・作成

したスプレッドシートに、日本赤十字社のご担

当者様に順次入力していただくことで可視化し、

空き時間帯への協力者募集を、具体的な時間指

定により行いました。

⑶　澤部方式のメリット

澤部方式には、以下の 3 つのメリットがある

といえます。

①献血血液獲得数の増加

事前に献血協力者を確保することにより、

献血血液の獲得数を増加させることができま

す。

②協力者の負担軽減

事前予約制により、献血協力者の待機時間

及び拘束時間を短縮することが可能となりま

す。これにより、献血に対する時間的・心理

的ハードルが低減され、次回以降も献血活動

にご協力いただける動機付けの一つとなりま

す。

③献血活動の認識向上と広がり

従来の献血活動は、実施日当日に路上等で

看板を持って声掛けを行うなど、当日のみの

活動になりがちでした。しかしながら、事前

予約制を導入することにより、献血実施日以

前からの周知・広報活動が必須となります。

東京本郷ロータリークラブにおきましては、

献血活動実施日の 3 ヶ月前から、会員の皆様

に対し、周囲の方々への周知、協力要請、事

前予約の支援等を繰り返しお願いしてまいり

ました。この取り組みにより、以下の効果が

得られました。

・クラブ内における献血活動の認知度向上

・献血の重要性及び社会的意義への理解促進

・会員から周囲の方々への自発的な周知・広報

活動の展開

・献血活動の更なる広がりの可能性向上

５ 最後に

社会奉仕活動をはじめ、ロータリークラブの様々

な奉仕活動は、単発で終わってしまうのではなく、

継続的に実施することが重要です。東京本郷ロー

タリークラブにおいては、様々なアプリやシステ

ムを活用しつつ、持続可能な奉仕活動へと昇華し、

会員の知恵と熱意を集結させ、継続的に奉仕活動

に取り組んでいく所存です。澤部方式がその参考

の一助になれば幸いです。

以上


